
成果報告会
2020年7月18日

千葉大学 予防医学センター 社会予防医学研究部門
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＜位置づけ＞ 住民主体の介護予防サービスの開発支援と評価研究： の部分

＜特徴＞ 地域包括ケアの都市型モデルを開発し全市へ展開→全国に標準モデルを発信
○地域包括ケアモデル：介護予防を中核とするが，対象は高齢者に限定しない．
○全市的なマネジメント支援と評価：直接支援ではなく間接支援
○３つの支援内容と２つの対象：①研修と②ネットワーキングと③評価を既存+新規の両者に
○都市の資源活用：住民やNPOだけでなく企業や退職者などにも活躍の場を提供
○重層的支援と評価：対象は個人・グループ・企業・地域など
○評価でPDCA回す：個人・プログラム・地域のニーズやプロセス，介護予防効果を評価

JAGES

地域リハビリテーション
広域支援センター

各地域の
リハビリテーション施設

支援・各リハ施設の連携

短期集中
予防サービス

各地域の通いの場，NPO，企業等

住民主体の
介護予防サービス

全市的なマネジメント

・研修など３つの支援

・直接でなく間接支援
サービス提供によるスキル向上を実感しモ
チベーションを維持向上する仕組み

技術的支援

連携
支援

虚弱や退院後
リハが必要な者

リハにより
機能回復した者

松戸市

専門職としての
教育の仕組み

・

―能力開発の仕組み―

短期集中
予防サービス

地域づくりによ
る介護予防

地域診断・計画立案・実施・評価支援

地域ケア会
議
等

介護予防ケア
マネジメント

『JAGES松戸プロジェクト』の位置づけと特徴
2016年11月2日 JAGESプロジェクト千葉大事務局

・組織起ち上げ運営支援

元気高齢者

ボランティア

松戸市とJAGES（日本老年学的評価研究）との共同研究プロジェクト
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プロジェクト応援団

都市型モデルとは

地域活動・
ボランティア等

プロボノ型（短期型・本社機能型）ボランティア
協力企業・事業者・NPO
専門職団体・大学

行政
従
来
型
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都市の資源である企業退職者・専門職・NPO・
企業・大学などが参加する応援団を組織



都市型ボランティアの形
•すでにある拠点のお手伝いお手伝い型

•一芸を出前講師・芸人型

•新しい拠点をつくりたい拠点づくり型

•専門スキルで貢献したいプロボノ型

•マネジメントや間接支援が得意本社機能型

都
市
型
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本社機能(間接支援)型ボランティア
市民パートナーと事業者パートナーが誕生

特製の名刺

平成30年
個人10名

令和元年
個人10名,
2団体

主な役割：
総括、事務管理、企画運営、集計、関係団体の
情報収集および連携、啓蒙活動、広報など 6



市民パートナーの実績と今後の予定

実績
・通いの場交流会

（2018年、2019年開催）
・説明会、シンポジウムでの手伝い
・コープみらいとの共同企画

次回開催予定：2019年11月23日＠松戸市古々崎市民センター

2019年の予定
・地域での通いの場交流会開催
（東部地区、矢切地区、

明第2地区にて開催予定）
・松戸PJを応援するためのHP作成
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事業者による支援
• カラオケ、フィットネス、健康食品

サービス・商品
提供型

• 医療・介護専門技術による支援

• 薬局・栄養士

専門的技術

支援型

• ICT技術，戦略策定支援
専門的技術による
間接支援型

• 専門スキルを持った社員を派遣プロボノ型

• お金や場所、人手の提供協賛型
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一般社団法人チーム医療フォーラム代表理事
〜参加する医療で、社会を良くする〜

代表理事 秋山和宏
（医療法人財団松圓会東葛クリニック病院副院長）

メディカル・ウォーキング（医歩）

一般社団法人チーム医療フォーラム 主催
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“通いの場” 運営者向け 交流会＆ミニ講演

NPO法人まつどNPO協議会 主催
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松戸PJ 2017年度の経過

参加ボランティア・事業者募集
2月 春 夏 秋 年度末

準備
お
試
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

通
い
の
場
発
足

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
者

大
学

公募

ワークショップ
で主体形成
4月28日
5月25日
6月14日

評価 評価

説
明
会

運営 振
り
返
り
企
画

協力事業者公募 説明会
6月14日

協力
内容
協議

運営支援

プロボノ説明会
5月30日

プロボノ
チャレンジ
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松戸PJ 2018年度の経過

参加ボランティア・事業者募集
春 夏 秋 冬 年度末

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
者

大
学 回収

松
戸
P
J
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
2
月
）

新規・パートナー
委嘱（5月）

説
明
会

(

6
月)

公
募

(

7
月)

パ
ー
ト
ナ
ー
主
催

元
気
応
援
く
ら
ぶ

交
流
会(

9
月)

二
次
公
募

松
戸

交
流
会(

1
月)

N
P
O

協
議
会

発送分析

明治安田生活福
祉研究所・終活
セミナー

(1月)

日本調剤・ラビット歯科
講師派遣セミナー

メディカル・
ウォーキング

プロボノ説明
会・公募（6月

~7月）

元
気
応
援
く
ら
ぶ

7
団
体
採
択

元
気
応
援
く
ら
ぶ

7
団
体
採
択

プロボノチャ
レンジ2018
（9月~11
月）

出版

活
動
継
続

プロボノ
成果報告会
（11月）

パートナー会議（通いの場リスト・派遣講
師リスト・HP作成・活動資金獲得）

松
戸
P
J
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
3
月
）

評価12



松戸PJ 2019年度の経過

参加ボランティア・事業者募集
春 夏 秋 冬 年度末

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
者

大
学

松
戸
P
J
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
2
月
）

新規・市民/事業者
パートナー委嘱（4月）

元気応援くらぶ公募(7月開始、受付体制を通年へ)
3団体採択（8月時点）

中間報告

発送分析

プロボノ説明
会・公募

（6月~7月）

プロボノチャ
レンジ2019
（9~11月）

活動継続

プロボノ
成果報告会
（11月）

パートナー会議（松戸PJ特設サイト改修・活動資金獲得）

松
戸
P
J
成
果
報
告
会
（
3
月
）

延
期
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説
明
会

(

6
月)

コープ未来共同企画
「食育」「環境」「防災」

ミニ体験会

パートナー主催
元気応援くらぶ
交流会(9月)

グリスロ
実証試験
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グリーンスローモビリティー導入前後の
日常行動範囲の変化

※赤線は、グリーンスロモビリティ経路

自宅周辺に傾斜がある参加者（28人/58人中）に注目し、
日常行動範囲の変化を確認したところ…

導入前に比べ、導入後は行動範囲が1.5倍に

導入前 導入後



松戸PJのロジックモデル

松
戸
P
J

要
介
護
リ
ス
ク
低
下

社
会
参
加
者
の
増
加

通いの場の増加
(元気応援くらぶ等)

• 市民向け説明会、
PJ報告会（年一
回）

• 市広報の特集号、
新聞報道

• パートナーやプロ
ボノ、協力事業者
による宣伝・支援

• 通いの場運営者の
交流会 など

地
域
レ
ベ
ル
評
価

個
人
レ
ベ
ル
評
価
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元気応援くらぶ数 約3倍に増加

17

22

40

54

67

2016年 2017年 2018年 2019年



前期高齢者 後期高齢者 全体 年齢調整

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ポ
ー
ツ

趣
味

学
習
・
教
養
サ
ー

ク
ル

介
護
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ポ
ー
ツ

趣
味

学
習
・
教
養
サ
ー

ク
ル

介
護
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ポ
ー
ツ

趣
味

学
習
・
教
養
サ
ー

ク
ル

介
護
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ポ
ー
ツ

趣
味

学
習
・
教
養
サ
ー

ク
ル

介
護
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
活
動

松戸市全体 0.5 3.5 2.7 4 6.5 2.4 3.2 5.8 5.7 5.7 0.9 3.2 3.2 4.2 6.3
明第１ 0.4 5.1 -1.0 6.7 4.9 7.3 4.7 2.1 5.5 6.1 3.5 4.8 0.6 6.1 5.5 4.3 5.3 0.8 5.9 5.7
新松戸 -4.6 10.0 3.3 3.9 8.6 1.4 4.0 2.1 8.3 15.6 -2.2 7.7 3.4 5.4 11.3 -3.5 9.3 0.2 5.7 11.7
常盤平
（団地含む） 1.9 2.8 -3.2 3.9 4.3 -1.4 3.2 2.1 6.0 4.6 0.6 2.4 -0.1 5.0 4.9 0.5 3.5 -0.2 4.8 4.4

五香松飛台 -0.7 4.1 2.6 -2.4 -1.6 -2.1 -3.4 4.3 6.7 -2.0 -1.1 0.6 3.2 1.7 -1.6 -2.4 0.0 3.3 1.7 -3.8

明第２東 -0.3 3.3 0.0 5.9 5.9 5.3 5.7 11.1 7.9 8.8 1.6 4.4 5.0 6.9 7.5 2.1 4.4 6.9 7.1 7.4

矢切 -6.1 4.0 4.8 5.2 5.4 0.7 -1.5 4.9 3.9 13.9 -2.5 1.8 5.5 4.8 10.2 -2.8 0.7 3.6 3.8 9.3
馬橋 3.2 0.2 -1.3 -0.8 5.5 7.5 4.5 1.8 4.3 3.8 5.3 1.6 -0.2 1.3 4.7 3.0 -0.8 0.3 2.1 4.3

六実六高台 -3.7 6.6 3.1 3.2 7.8 1.9 0.7 5.9 -2.2 -1.1 -1.7 4.6 4.1 1.3 4.7 -1.0 5.4 5.4 1.0 3.8

本庁 0.0 0.1 5.1 5.8 6.3 0.7 -0.7 5.1 11.1 5.4 0.4 -0.1 5.4 7.7 6.3 1.5 1.6 5.9 8.3 7.0

明第２西 4.7 8.5 6.5 5.5 9.3 0.2 2.7 2.3 1.7 8.1 2.6 5.4 4.5 3.4 8.8 2.8 4.2 4.4 3.9 9.2

小金 -1.3 6.6 4.4 8.1 5.2 1.8 8.6 10.2 -2.6 6.0 0.2 7.2 6.8 3.6 5.7 0.6 8.6 8.3 3.8 5.0
馬橋西 -1.7 2.3 -2.6 -0.4 4.5 8.5 2.6 8.3 3.1 6.7 2.7 2.2 1.4 1.1 5.9 4.1 3.5 0.3 -2.2 4.8
東部 -1.4 1.9 1.9 -0.5 3.7 4.0 1.1 -2.2 4.1 10.8 1.0 2.1 0.6 1.4 6.9 1.2 -0.4 -0.2 0.7 6.0
小金原 0.5 6.7 4.8 2.7 10.2 1.4 2.6 3.2 6.6 8.6 1.0 4.6 4.1 4.6 9.6 -1.2 3.4 5.0 4.8 8.9

月一回以上の社会参加割合 8割の地域で増加

5%以上

2.5から4.9%

0から2.49%

0から–2.49%
–2.5 から–4.9%

–5%以上

JAGES健康とくらしの調査2016-2018より作成n=4,231 (2016) 6,820 (2018)
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JAGES松戸PJ「健康とくらしの調査」より

社会参加者 約5.3％ポイント増

2016 2018
（n=3,795）（n=6,349）

19

＜社会参加者割合の算出＞
下記の会やグループに参加していますか？

5種類の地域組織（スポーツ、趣味、ボランティア、
学習・教養サークル、介護予防・健康づくりの活
動）のいずれかに月１回以上参加 の割合

（＊2010年の基準人口で5歳刻みで年齢調整）

＜社会参加者実数の推定＞
・2016、2018年の年齢別人口を用い、5歳刻みで
社会参加者の実人数を計算

・社会参加者実数の増減（2018-2016）
65-69歳：-962人
70-74歳：1,842人
75-79歳：2,958人
80-84歳：2,299人
85歳以上：2,266人

参照値：2010-2016年の5.25年間の21市町での社会参加者割合
：31.6%→41.7%（10.1%）
都市部（3市）：36.3%→48.5%（12.2%）
Watanabe 2019

％
高齢者1万人弱に相当

9,365人
増加

8,403人
増加

就労の影響？

46.6%→51.9%
（5.3%）

2年換算：3.9%
2年換算：4.6%

2010-2016年（10市町）
就労7.6%増（65-69歳）
（2年換算：2.9%）推定
実人数：917人増加

推定10,282人増加



市区町単位の
地域相関分析：91市区町
（n=188,583人）

スポーツの会参加10％多いと2％低い

≪重回帰分析の結果＊≫
１）スポーツ関係のグループやクラブ
２）趣味関係のグループ

伊藤大介ほか．厚生の指標66
（8）：2019のデータより作成

要
支
援
・
介
護
認
定
率

月１回以上参加している高齢者の割合

％

％

n=91
可住地人口密度
〇高群(n=30)
□中群(n=31)
△低群(n=30)

＊n=91市区町，p<0.01，B=非標準化偏回帰係数
目的変数：要支援・介護認定率 説明変数：地域組織参加割合（地域組織の種類別）
制御変数：後期高齢者割合，単身高齢者世帯割合，高齢者有業割合，

従業者1人あたり売上，可住地人口密度（上図はこれらを制御していない）

B=-0.22
B=-0.16

y=-0.41x+31.7

y=-0.33x+28.6

y=-0.22x+23.0

20

粗い試算：
松戸市の高齢者1万人
弱7（5.3％）の参加で
認定率は1.1%程度の
抑制が期待できる



東川町
東神楽町
美瑛町

苫前町

当別町

余市町

栗山町

十和田市

六戸町

八戸市

南部町

三戸町

五戸町

守口市
門真市

四条畷市

小坂町

岩沼市

豊中市
葛尾村

大洗町

長柄町

睦沢町

市原市

八王子市

新潟市

十日町市

加賀市

松本市

高浜町
鳥取市

智頭町

福岡市

松浦市

御船町
九重町

竹田市

臼杵市

津久見市

多可町

神戸市 森町

小山町

さいたま市

八尾市

天理市

生駒市

早川市

中央市

町田市 横浜市

柏市

松戸市

市川市

名古屋市 半田市 碧南市 常
滑市 東海市 大府市

知多市 東浦町 武豊町
日本老年学的評価研究

JAGES調査フィールド

■ 2019調査協力保険者
■過去の協力保険者

愛知県

2019年
健康とくらしの調査参加自治体

56保険者
64自治体



JAGES2019 分析担当：井手 一茂 千葉大学医学薬学府/長谷川病院地域包括支援課
idex_waka@yahoo.co.jp

社会参加割合（月1回以上）の市町村差は約2.7倍

通
い
の
場
参
加
割
合
（
％
）

0

60
最大 58.8%

最小
21.8%

平均±標準偏差
44.4±8.2%

N = 64

約37.0%
ポイント差

都市（N＝14）：可住地人口密度が4,000人/㎢以上
郊外（N＝16）：可住地人口密度が1,000人/㎢以上4,000人/㎢未満
農村（N=34）：可住地人口密度が1,000人/㎢未満

年齢調整（直接法）
2015年基準人口

＊社会参加の定義
5種類の地域組織（ボランティア，スポーツ，趣味，学習・教養サークル，特技や経験を他者に伝える活動）いずれか1つ以上

広義

松戸市：53.8％
（9位）



JAGES2019 分析担当：井手 一茂 千葉大学医学薬学府/長谷川病院地域包括支援課
idex_waka@yahoo.co.jp

社会参加割合（月1回以上）の市町村差は約1.5倍

通
い
の
場
参
加
割
合
（
％
）

0

75
最大 71.1%

最小
47.1%

平均±標準偏差
61.8±6.0%

N = 64

約30.0%
ポイント差

都市（N＝14）：可住地人口密度が4,000人/㎢以上
郊外（N＝16）：可住地人口密度が1,000人/㎢以上4,000人/㎢未満
農村（N=34）：可住地人口密度が1,000人/㎢未満

年齢調整（直接法）
2015年基準人口

＊社会参加の定義
5種類の地域組織（ボランティア，スポーツ，趣味，学習・教養サークル，特技や経験を他者に伝える活動）
+就労（収入のある仕事）のいずれか1つ以上

広義

松戸市：68.2％
（9位）



JAGES2019

社会参加割合が増えた市町村は？
2016-2019年参加32市町での検討【サンプリング18市町】

分析担当：井手 一茂 千葉大学医学薬学府/長谷川病院地域包括支援課
idex_waka@yahoo.co.jp

年齢調整（直接法）
2015年基準人口

変化（2019-2016）
平均（±SD）：0.0±1.25
最小：-2.3 最大：3.0

松戸市
2016：10位
2019： 5位

月1回以上

社
会
参
加
割
合
（
％
）

48.5 48.9

0.4 50.9 51.3
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49.6

1.5
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36.0

2.2
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2016：18位
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2016：15位
2019：10位

B町
2016：9位
2019：8位

A町
2016：14位
2019：13位

市町名
各年度での順位
（18市町中）

2019
2016

＜社会参加の定義＞
下記の組織にいずれか1つ参加
・ボランティア
・スポーツ
・趣味
・学習・教養
・特技や経験を他者に伝える

広義

松戸市

伸び率は
トップ
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社会参加割合の経年変化（月1回以上）
松戸市：2019ー2016
変化（2019-2016） 社会参加 ボラ スポ 趣味 学習 特技 就労

全体

65‐69 1.1 ‐0.1 ‐1.9 ‐8.0 1.2 ‐2.1 3.8 
70‐74 ‐1.9 ‐3.4 ‐1.5 ‐8.1 ‐3.4 ‐4.9 3.6 
75‐79 4.6 ‐0.3 ‐1.1 ‐4.6 3.0 ‐1.4 0.3 
80‐84 9.2 0.8 ‐0.1 1.0 0.1 0.1 0.8 
85＋ 7.9 ‐1.8 7.6 8.7 3.5 0.4 1.8 

男性

65‐69 0.1 1.9 ‐3.4 ‐6.7 ‐0.2 ‐1.7 3.9 
70‐74 ‐7.6 ‐5.1 ‐5.5 ‐9.6 ‐4.6 ‐5.9 4.7 
75‐79 1.7 2.2 ‐4.1 ‐4.4 2.2 ‐2.4 1.6 
80‐84 10.5 2.6 ‐6.8 3.0 2.1 ‐0.3 2.7 
85＋ 4.5 ‐4.8 2.8 8.7 0.7 0.6 0.4 

女性

65‐69 1.7 ‐1.8 ‐0.9 ‐9.3 2.2 ‐2.5 4.2 
70‐74 2.8 ‐2.0 1.7 ‐6.9 ‐2.4 ‐4.2 2.8 
75‐79 6.3 ‐2.9 0.4 ‐5.9 3.1 ‐0.5 ‐0.4 
80‐84 7.6 ‐1.4 7.4 ‐1.1 ‐2.4 0.6 ‐1.5 
85＋ 13.1 3.2 15.7 9.4 8.1 0.3 3.0 

増加 減少

*就労が約3〜4％ポイント増えた年代で社会参加が減少している（特に男性）



1

0.76

0.24

社会参加なし 元気応援くらぶ

以外の社会参加

元気応援くらぶ

オ
ッ
ズ
比

元気応援くらぶ参加者は高次生活機能低下が少ない
（2017－2018年 1年間追跡）

n=1,572 n=1,755 n=195

* * p<0.05

研究デザイン：縦断研究 （2017-2018）、分析対象：3,645（男性 1,632名、女性 2,013
名）、分析方法：ロジスティック回帰分析、目的変数：2018年時点の手段的日常生活動作の低
下（老健式活動能力指標の手段的自立4点以下）、説明変数：社会参加なし、元気応援くらぶ以
外の社会参加（スポーツの会、趣味の会、ボランティアの会、学習教養のいずれかに月1回以上
の参加）、元気応援くらぶ、調整変数：年齢、性別、喫煙・家族構成、主観的経済困難感、教
育歴、治療中病気、2017年時点の手段的日常生活動作低下の有無

分析担当：塩谷竜之介
所属：千葉大学医学薬学府

ryunosuke.shioya@gmail.com

高次生活機能（手段的日常生活動作）：買い物や食事準備など、やや複雑
な生活動作のこと。低下者は、数年後に要介護認定を受けるリスクが高い
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後期高齢者で
さらに顕著
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趣味の会参加頻度
OLS IPW with MI 死亡率

(十万円)

月１回以上趣味やスポーツの会に参加した高齢
者11年間の介護費用22〜61万円/人低かった

OLSは、2006年時点の性別・年齢・治療疾患の有無、修学年数、等価所得、婚姻状態、世帯構成、健康度自己評価を調整。不明はダミー変数にし
て投入。
IPWwithMIは、同変数の欠損値を多重代入法で補完後、各社会参加頻度への該当しやすさを推定し、その逆数を調整したもの。
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(%)

Saito M, Aida J, Kondo N, Saito J, Kato H, Ota Y, Amemiya A, Kondo K. (2019) Reduced long-term care cost by social participation among older
Japanese adult: A eleven-year follow-up study in JAGES. BMJ Open. (in press)

(n=2,833)              (n=259)              (n=524)            (n=972)                                 (n=3,712)             (n=91)               (n=125)               (n=572)

1万人増なら
11年間で約
22－61億円
に相当
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成果のまとめ
＜地区ごとの評価で分かったこと＞
・社会参加を促す多面的な取り組みをした松戸PJの2年間で、
スポーツの会3.2％、介護予防・健康づくり6.3％など、社会
参加する高齢者が5.3％ポイント（約1万人に相当）増えた

・元気応援くらぶが増えた地域ほど社会参加者の割合が増えた
＜個人を追跡した評価で分かったこと＞
・社会参加者は社会参加していない人に比べ、1年後の要介護リ
スク（要介護リスク得点・手段的日常生活動作）が低下

＜期待される成果の粗い試算＞
・5.3％の社会参加者増で認定率約1％ポイント、介護費用22－

61億円/11年間の抑制額と推計される
＜全体のまとめ＞
・松戸PJで目指した通いの場の数の増加、社会参加者の割合の
増加、社会参加者で要介護リスクの低下が確認できた

・推計抑制額は22－61億/11年であった 29
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